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｢課題解決｣に必要な
情報検索の

ノウハウ＆スキルを
身に付けるために☆

PBL:Project-Based 
Learningの基礎☆



情報リテラシーとは？・・・身近な例

ネット上で検索し
情報収集できる。
予約、支払いが
できる場合も！！

交通手段・

現地の天気

旅行の企画
を立てよう！

どこに泊まろ
うかな？

予算・人数は
どれくらい？

では・・・

三重県の多文
化教育の実情に
ついて調べたい
と思ったら？



大学生としての学習や研究だけでなく、
社会生活においても必要な基本的能力。

●検索手段の電子化：
ネット上で検索して、情
報のありかをチェック。

情報リテラシーとは？・・・学術情報の例

「総合学習と
教師の役割」
について、

先行文献・実践的取
組例に基づき
レポート！

●情報そのものの電子化：
文献・情報・データそのも
のがネット上で読めること
もある。

「三重県の学校に
おける多文化教育

の課題 」について、

グループ討議のう
え、発表！



●高等教育のための情報リテラシー能力基準※

情報リテラシーを身につけた学生は、
基準１．必要な情報の性質と範囲を決定する
基準２．必要な情報に効果的、効率的にアクセスする
基準３．情報と情報源を批判的に評価し、選択した情報を自分の

知識基盤と価値体系に組み入れる
基準４．個人としてもグループとしても、特定の目的を達成するため

に、情報を効果的に利用する
基準５．情報利用をめぐる経済的、法律的、社会的な多くの問題を

理解し、倫理的、合法的に情報にアクセスし、利用する

※Information Literacy Competency Standards for Higher Education
米国大学・研究図書館協会(ACRL) 2000年策定 より抜粋

野末俊比古. 国における利用者教育の方向-大学・学校図書館の基準を中心に-.
カレントアウェアネス. No.268 2001. 12
<入手先 http://www.ndl.go.jp/jp/library/current/no268/doc0008.htm>
(参照 2005-10-06参照)

情報リテラシーの定義（アメリカの例）



情報の検索

評価・取捨選択

重要Point：情報リテラシーの全体像

●情報リテラシーとは・・・
「ネットワークコンピュータ」という「メディア」を使って、

「情報」を活用する能力

情報の整理 情報の発信

リテラシー literacy:読み書き能力

●類似概念：
コンピュータ・リテラシー
メディア・リテラシー



どんな文献・情報が
あるか？

文献・情報はどこに
あるのか？

重要Point：文献・情報 と 学習・研究の関係

効率よく入手する場合

幅広く情報を集める場合

先行文献

漏れなく検
索できた？

書かれてい
ることは正し

い？

テーマの
決定

情報の
利用

情報の
評価

先行文献
の調査

総合学習と
教師の役割
について
調べたい

けれど・・・？

Critical
thinking

使ったら、
「参考文献」
として明記

研究

学習

情報源は信
頼できる？



重要Point：インターネットと学術情報
～それぞれで得られる「情報」の特徴～

インターネット
たとえば、Google, Yahoo!, Wikipedia

データベース

・だれでも自由に発信できる

・内容の審査は基本的に無い

・広範囲ヒット

・信頼できる情報源から収集

・内容の吟味がなされている

・整理された情報

情報の新鮮さと量 情報の正確性・固定性

図書館の図書や雑誌論文
（学術情報）,技術資料など
による、裏づけが必須！

インターネットで見つけた情報は、

そのままレポート作成に使って大丈夫？

・誰がその情報を正しいと保障する？

・何時までその情報は保持される？

！

政府や地方公共団体
のHPは例外



図書館HPから広がる学術情報の世界

いろいろな
データベース
が使えます★

厳選リンク集

およそ
10,000種！★

オンラインで
申込みできます

★は学内LANか
らでないと使えな
いものもあります

http://www.lib.mie-u.ac.jp/いろいろな
図書館の
蔵書検索

学生さんの
ためのサイト



ちょっと寄り道：
リンク集から三重県のHPに行き、更に・・・

統計データなどは、
ネットの情報が速い

！



●どんな文献があるか？
図書：WebcatPlus、三重大学OPACなど

日本の雑誌論文：

CiNii（国立情報学研究所）

NDL-OPAC（国会図書館），医中誌（医学関係）

海外の雑誌論文

Web of Science ，PubMed（医学関係）
SciFinder Scholar（化学関係）

Firstsearch（様々なＤＢが使えるサービス）

※各ＤＢの分野、収録年、収録雑誌等に注意！

目的に最適なツールを選ぼう①

オススメ！



●その文献はどこにある／アクセスできるのか？

印刷された本や雑誌を所蔵しているか

・三重大学：三重大学OPAC

・三重県内の図書館：MILAI

・全国の大学図書館：NACSIS WebCAT

電子的に本文にアクセスできるか

・本の場合：青空文庫など （ http://www.aozora.gr.jp/ ）

・雑誌論文・学会誌の場合：

電子ジャーナルアクセスサービス（http://www.lib.mie-u.ac.jp/ej/）

日経BP記事検索サービス「日経パソコン」など

目的に最適なツールを選ぼう②

オススメ！



●その他のデータベース
・新聞記事を探す：聞蔵（朝日新聞全文DB）など

・言葉の意味を探す：
ネットで百科 （平凡社の百科事典）
JapanKnowledge （ニッポニカ日本大百科全書など）
知恵蔵 （聞蔵で利用）
現代用語の基礎知識 （JapanKnowledgeで利用）

・法律・判例を探す：
法令データベース (現行の法律・基準・規則など)
LexisNexis (国内の判例や関連の文献を探す)

目的に最適なツールを選ぼう③

●「データベースの選び方」もご参照ください。

●全て図書館ホームページからリンクされています。



ＯＰＡＣをマスターする
～三重大学の本・雑誌を探す～

Noting seek , nothing find.



あるテーマについて、OPACで
三重大にある図書を探す

●三重大学OPAC（ｵｰﾊﾟｯｸ）とは
●三重大学のｵﾝﾗｲﾝ蔵書検索ｼｽﾃﾑです。

⇒本や雑誌の所在、貸出状況がわかります

●インターネット上の無料の公開データベース

●収録範囲：図書館の開架図書・参考図書、

雑誌および1990年以降に受入れた研究図書。

ＯＰＡＣ豆知識ＯＰＡＣ豆知識

OPACは Online Public Access Catalog
の略称です。



三重大学OPACを使ってみよう

OPACを使って、「総合的学習」について書かれ

た図書を、なるべくたくさん探してみましょう。

キーワード
入力欄



解説：OPACの便利な使い方

タイトルに
「総合」と「学習」を
含む資料の検索

出版年：降順

検索する資料を
図書に限定

検索開始
ボタンをクリック！



OPACの“検索結果一覧”で結果を検証しよう

三重大には、タイトルに

「総合」と「学習」という
ｷｰﾜｰﾄﾞが入った
図書が378件ありました。

件数が多すぎる？
結果を絞り込むには？

！

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ
（Webﾌﾞﾗｳｻﾞ）の「戻る」

ボタンで検索画面へ。



OPACでキーワードを足してみよう

タイトルのキーワー
ド「総合」「学習」に、
他のキーワードを
足してみよう。

検索開始
ボタンをクリック！



OPACの“検索結果一覧”で結果を検証しよう

三重大には、タイトルに

「総合」と「学習」という検
索結果に「環境」を足し
たら、24件に絞り込まれ

ました。

キーワードの入れ方で、
結果がかなり違ってくる

！



重要POINT 検索キーワード入力のコツ

論理演算
●AND検索 ●OR検索

↑検索結果を絞り込む ↑幅広く検索する
スペースで区切る “学習|教育“ （|＝shift＋¥）

キーワードの入力方法
●ワードで入力する “総合” “学習” ：378件
●フレーズで入力する “総合的学習” ：79件

学習総合 教育学習

実習
課題１



読みたい本が決まったら、詳細を見てみよう

詳しく見てみたい本の
タイトルをクリック

三重大には、タイトルに 「多文

化」もしくは「異文化」、および
「交流」もしくは「コミュニケーショ
ン」というキーワードを含む図書
が６７件ありました。

課題１の結果から



“検索結果詳細”を読み解こう

書誌情報
（その図書の詳細情報）

書名、著者名、
出版社名、出版年、版、
参考文献など

所蔵情報
（その図書が「どこ」にあるかの情報）

図書館か研究室か。
図書館のどの場所か。
貸出されてるかどうか。



“所蔵情報”の“所在”をチェック！

「図・開架・図書」となっていたら、
自分で探すことができます。
貸出中なら予約も可。
※ｵﾝﾗｲﾝで予約するには、

Webｻｰﾋﾞｽ登録が必要。

「配置場所」が
「図」で始まる本・・・

図書館にあります
「人、教、医、工、生」
などで始まる本・・・

学部等にあります

！

◆書庫内図書の利用は貸出カウンターにお申込みください。

◆学部の本の取寄せは参考カウンターにお申し込みください。



361.5/Ta 12にあります

“所蔵情報”の“請求記号”もチェック！

「請求記号」は図書の分類番号です。
図書館の本は、請求記号順に並ん
でいます。
本の内容を表します
３００番台＝社会科学

３７０番台＝教育学関係
７００番台＝芸術・音楽関係
８００番台＝語学・言語学関係
９００番台＝文学関係

！



参考文献リストを読み解こう
～イモヅル式に文献を探す～

To know new things, 

learn by studying the old. 



イモヅル方式で論文を探す

「参考文献」はその図書（論文）を書く際参考にした本や論文。

→その主題について、さらに広く、深く遡れます。

→孫引きは×！

→自分でも「参考文献」リストを付けよう！

基礎文献



河合隼雄 1995 子どもと教育<河合隼雄著作集第7巻>岩波書店

イモヅル方式で論文を探す（２）

図書の「参考文献」に注目してみましょう

中西信男 1989 生徒指導と教育
教育心理34（11），日本文化科学社 10-13．

著者名 書名 出版者

論文タイトル

掲載雑誌

※雑誌記事を探す場合は、OPACで雑誌名から探します。

図
書

雑
誌
論
文

論文の著者



よくあるまちがい例
×論文名を「タイトル」で探す
×論文の著者を「著者名」で探す

重要POINT！

雑誌論文は収録雑誌名で探す

収録雑誌名で
検索するのが基本

三重大にあるかどうか，OPACで雑誌

「教育心理」を検索
検索項目は，「タイトル」を使う。



“検索結果”に基づき､雑誌を探す

３４巻１１号

はあるか？

読みたい論文が掲載され
ている「巻・号」「年」を探す
“－”でつながれている巻
号は欠号なく持っている。
“＋”マークが付いている
場合は、継続中。

！



Webcat Plus
～本の中身で検索する～

Success is never final.



もっとフレキシブルに図書を探そう

●Webcat Plus
収録範囲≒日本で出版された図書
「連想検索」という優れた検索機能
目次や内容の紹介が見られます
無料公開。

漠然としたテーマで検索する場合、Webcat Plusがお勧めです



Webcat Plusの検索画面

文章でも検索できます

通常の検索は、
一致検索で。



Webcat Plus 検索結果一覧

詳しく見たい図書のタイトルをクリック

関連ワード
キーワードの候補をデータ
ベースが出してきます。
更に連想を広げられます。



Webcat Plus 図書情報画面で中身をチェック！

全国の大学などの
所蔵情報へのリンク

書誌情報

内容・目次なども見
られる！
＝自分の「課題・目
的に合っているか」
どうか検証

！



Webcat Plus で所蔵館のチェック！

所蔵図書館一覧



Webcat Plus 所蔵図書館一覧画面

この本は三重大学にあります。
三重大のどこにあるかは・・・

分かっている本の情報を

利用して三重大OPACで

検索する必要があります。



重要POINT
WebcatPlusで「何が」あるか探し、
三重大OPACで「どこに」あるかを探す

この図書は教育学部の研究室
にありました。

※図書館を通して借りられます

コピー＆ペーストで

タイトルに入力。

実習
課題2
課題3



まだまだできる文献探し
～リンク集やお取り寄せサービスなど～

Learn from yesterday, live for today, hope for tomorrow. 
The important thing is not to stop questioning. --Albert Einstein



三重大学になかったら・・・

●他の図書館の所蔵を調べてみましょう

●NACSIS Webcat(全国大学等の蔵書検索→有料で取寄せ可能)
●ＭＩＬＡＩ（図書のみ）

（三重県立図書館を中心とした、三重県下の公共図書館の
総合目録→MILAIは無料でお取寄せ可能）

●国会図書館 NDL-OPAC（→有料で取寄せ可能）
※3つともOPACの検索画面からリンクされています

●借りたり、コピーを取り寄せることもできます
→「Ｗｅｂサービス」の登録をすればオンラインで可能

●購入リクエストサービスもあります
※いずれも、詳しくは図書館の窓口でお尋ねください



Ｗｅｂサービスの登録をしていただくと・・・

●次のようなサービスが受けられます

●オンライン予約

→OPACを検索して「貸出中」だった場合、「予約」ボタンで

オンライン予約が可能。

●返却忘れメール

→うっかり返却期限に遅れて「ペナルティ」がついて、本が

ずっと借りられなくなった・・・。

ということが無いように、返却忘れメールが届きます。

●オンラインの本やコピーの取り寄せ依頼

→三重大で手に入らない本や雑誌のコピーをオンラインで

取寄せ依頼ができます。

登録は、
図書館の

カウンターで。



そして・・・図書館員と仲良くなろう！

●何かわからないことがあったら、

いつでも図書館のスタッフに質問してください。

●スタッフは、みなさんが図書館サービスを

充分に活用するためのサポートをします。

ぜひ、ご利用ください。
ようこそ

図書館へ！
貸出返却・開館情報：閲覧担当

Email lib-service@ab.mie-u.ac.jp
文献複写：現物貸借担当

Email portal@ab.mie-u.ac.jp

参考質問：情報リテラシー担当

Email literacy@ab.mie-u.ac.jp


